
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学生ふれあい教室が始まりました 
 
７月８日（土）から本年度の「小学生ふれあい教室」が始まり

ました。第１回は、講師の中村ルミ子先生が創作した「紙芝居」

でした。いじめをテーマにした「イキルの人権」や狭山市を問題

にした紙芝居クイズ、入間川七夕まつりの歴史など盛りだくさん

のお話をうかがうことができました。また、カラフルな折り紙コマ

の作り方も教えていただき、とても楽しい時間になりました。参

加した児童からは「いろいろな紙芝居のお話を聞いて、どんなこ

とが大切かわかりました。」「今日の学習で人権についてわかりま

した。」という感想がありました。また、第２回、第３回は「プログラミ

ング」講座で２５日（火）２６日（水）に富士見小学校のパソコン室

を使わせていただき実施しました。金井先生、青木先生他 4 名の

先生方が、タイピングの基礎やプログラミング用語などをにていね

いに教えてくださり、参加者は積極的に質問しながら自分の課題

や動画作りに意欲的に取り組んでいました。 

 
 

教職員向けの人権教育研修を行いました 
 

 狭山市教育委員会では、毎年夏季休業中に、新たに教員になった先生と他市町村から転入

してきた先生方を対象に、同和問題を中心テーマとした人権教育研修を、富士見集会所で実施

しております。本年度は８月３日（木）に実施され、「狭山事件」を扱ったＤＶＤの視聴をした後、講

師の部落解放同盟埼玉県連合会小野寺一規書記長から

『「狭山事件」から部落問題を考える』の講義をしていただき

ました。その後、フィールドワークとして「狭山事件」関連施設

の見学を行い、狭山事件や部落問題についての理解を深め

ました。参加された先生からは、「指導する教員一人一人の

人権に対する知識と差別を見抜く感性、差別を許さない態

度が大切であるとあらためて考えさせられた研修会でした。」

などの感想がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

狭山市七夕の妖精  おりぴぃ 
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紙芝居を見て聞いて、狭山市のことや

人権について楽しく学習しました。 

 

プログラミングでは、動物や人

の絵を動かしました。 
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日にち 行事内容 日にち 行事内容 

８/１０(木) 集会所だより８月号発行 9/8（金） 集会所だより９月号発行 

８/31(木) 第１回初心者写真講座 ９/９（土） 第４回小学生ふれあい教室「折り紙」 

【休所日】 8/11（金・祝）山の日、8/21（月）、9/18（月・祝）敬老の日、9/23（土・祝）秋分の日 

【夜間休所日】8/15（火）、8/22（火）、8/29（火）、8/30（水）、9/13（水）、9/26（火） 

 
中学生ふれあい教室を行いました 
 

7 月 27，２8，31 日の 3 日間、狭山台中、中央中の生徒を対象に、「中学生ふれあい教室」

を実施しました。この講座は、中学生に学校とは少し違う視点から、「さまざまな学び」を体感させ

ることや様々な立場の人の話を聞くことをとおして、望ましい人権感覚を身につけることを目的と

して実施しています。 

 ７月 27 日（木） 7 月 2８日（金） 7 月 31 日（月） 

内 容 
将来に向けてお金に 

ついて考えてみよう 

プログラミングを 

体験しよう 

カーレット体験と 

人権学習 

講 師 飯能信用金庫職員 
金井 清 氏 

青木 博 氏 他 4 名 

狭山カーレットクラブ 

まぜこぜ代表 堀 充 氏 

参加した生徒からは、「今回教えていただいたことは、学校では学べないことですが、社会で生

きていく上ではとても大切なことだと思うので、自分でもっと深く学んでいきたいと思いました。」

「最初は理解できるか不安でしたが、わかりやすい解説のおかげで今まで知らなかったことをしっ

かりと理解することができました。将来、会社に入ったりしたらパソコンやプログラミングの技術を

使う機会が増えると思うので勉強になりました。」などの感想がありました。 

特に、３回目の「カーレット体験と人権学習」の教室では「この学習を通してカーレットのことや

心のバリアフリーを学ぶことができました。これからは、もっといろいろな人とかかわろうと思いまし

た。」「カーレットクラブまぜこぜの皆さんと協力して楽しくできました。いろいろな人がいていいなと

思いました。」などの感想もありました。各教室では家庭での対話が人権教育のはじめの一歩と

考え、参加した生徒の皆さんには、「今回学んだことをぜひ、家庭での話題の一つにしてほしい。」

という話をさせていただきました。 

また、３回の講座の講師の皆様、そして、ボランティアでお世話になった先生方、腹話術師の安

藤様ありがとうございました。  

【お金について考えてみよう】     【プログラミング】      【カーレット体験と人権学習】 

 

８月から９月の主な予定  


